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【デジタルを活用した取組の全体概要】 

・西尾市の既存のオンライン申請をＬＩＮＥと連携させることにより市民に

とって使いやすいオンライン申請を提供する取組。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

・コロナ禍によりオンライン申請の重要性が日増しに高まり、当市において

も市民の安全性確保や利便性向上に資するため、電子決済機能が実装された

オンライン申請サービスのパッケージを導入する予定でした。ただし、既存

のオンライン申請と同じようなサービスであるため、市民にとっては違いが

分かりづらく、使いづらいものになってしまうことを危惧していました。ま

た、オンライン申請のため、メールアドレスを用いたアカウント登録が必要

になることも煩わしいのではと考えていました。最終的な検討段階で、県内

市町村で共同利用しているあいち電子申請・届出システムにＬＩＮＥ連携機

能オプションが提供される案内があり、新規オンライン申請サービスパッケ

ージの導入を止め、既存電子申請・届出システムにＬＩＮＥ連携の機能を追

加し、対応することを決めました。単純に新規サービスを導入するよりも、

ＬＩＮＥ公式アカウントと連携させることで、ＬＩＮＥ公式アカウント自体

の情報発信のプラットフォームとしての価値も上がると考えました。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

・既存の電子申請・届出システムを利用したオンライン申請には、アカウン

トが必要であり、単発的な申請のためだけにアカウント登録が必須であるこ

とや申請の処理状況がメールアドレスに送られることが使いづらさの課題と

なっていました。 

・ＬＩＮＥ連携によるオンライン申請を活用することによって、ＬＩＮＥ公

式アカウントからオンライン申請へアクセスするだけでアカウントが自動登

録され、処理状況もＬＩＮＥに届くようになりました。市民の誰もが手軽に

簡単にオンライン申請することが可能になり、課題解決が図れました。 

 

 



デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

【取組のアウトプット】 

・申請件数（上下水道や犬関連、国保の一部の手続きを先行導入）： 

ＬＩＮＥ連携以前（平成 23年 4月から令和 4年 1月まで約 11年間） 29件 

ＬＩＮＥ連携開始後（令和 4年 2月から 5月まで）         22件 

 

【取組のアウトカム】 

・オンライン申請の認知度アップ 

・ＬＩＮＥ公式アカウントの登録者数の増加 

 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

・本取組では、新規にサービスを導入することなく、既存の電子申請・届出シ

ステムに機能を追加し、ＬＩＮＥ連携を実現したため、コストメリットが非常

に高い取り組みになっています。 

・これまで地道にＬＩＮＥ公式アカウントの普及に取り組み、情報発信のプラ

ットフォームとしての実効性を確保した上で、ＬＩＮＥ連携をスタートできた

点も長期的なビジョンに立った先進的な取組となっています。 

・既存の電子申請・届出システムは愛知県内市町村で共同利用しているサービ

スであるため、持続的にサービス提供が可能です。 

・同じ条件で利用している愛知県内の市町村や同じ電子申請・届出システムを

利用している市町村での導入は、非常に容易なものであるため、横展開のしや

すさという点は特に特徴的です。 

 

 

今後の展望 

・令和 4年 8月：既存電子申請サービスに電子決済機能を実装予定。申請から

決済、証明書等の受け取り（郵送）の全てをオンラインで完結するサービス「ス

マート申請」へとさらなるバージョンアップを実施 

・令和 4年 9月：住民票の写し、税証明など 13手続きをスマート申請として

申請受付開始予定。 

・令和 4 年度 10 月以降：スマート申請を全庁展開し、対象手続きを拡大・拡

充していく予定。 
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